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講演概要集

「四国地区におけるi-Construction推進のための産官学の取り組み」

主催：土木学会四国支部，愛媛大学工学部付属社会基盤iセンシングセンター
（１）日時：令和3年5月29日（土）13:10～15:00
（２）場所：オンライン開催
（３）テーマ：i-Construction推進のための産官学の取り組み
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四国地方整備局

令 和 3 年 5 月 2 9 日

国土交通省 四国地方整備局
企画部 工事品質調整官

i-Construction

〜国土交通省の取組と課題〜



四国地方整備局
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地域の建設業は「地域の担い手」「地域の守り手」
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排水作業にあたる協力企業
（令和元年 台風第１９号 千葉県栄町）

出典：東北地整 震災伝承館

道路啓開の状況
（東日本大震災）

◆四国の活力を高め、大規模災害に備えるインフラ整備

◆南海トラフ地震、激甚化する水害への対応

除雪作業にあたる地元企業
（令和３年１月 高知県四万十市 中村宿毛道路）

地震津波に備えた液状化対策
（吉野川 徳島県鳴門市）



四国地方整備局
建設産業の課題
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少子高齢化、人口減少社会の進展

【課題】 建設業の中長期的な担い手確保

地域建設会社の事業継続維持

10467

11194
11706

12105
12361 12557 12693 12777 12806 12709 12533

12254
11913

11522
11092

10642

390
404

416
423 420 418 415

409
398

385
370

354

337

319

301

282

250

300

350

400

450

500

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

11000

12000

13000

14000

1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045

全国（万人） 四国（万人）

四国のピークは
約２５年早い

全国

四国圏

将来推計人口

出典1：総務省統計局「国勢調査」、H27年
出典2：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」、H30年

出典：総務省「労働力調査」（H30年平均）を元に国土交通省にて推計



四国地方整備局
i-Construction ～建設業の生産性向上～

○平成28年9月12日の未来投資会議において、安倍総理から第4次産業革命による『建設現場の生産性革命』に向け、
建設現場の生産性を2025年度までに2割向上を目指す方針が示された。

○この目標に向け、３年以内に、橋やトンネル、ダムなどの公共工事の現場で、測量にドローン等を投入し、施工、検査
に至る建設プロセス全体を３次元データでつなぐなど、新たな建設手法を導入。

○これらの取組によって従来の３Ｋのイメージを払拭して、多様な人材を呼び込むことで人手不足も解消し、
全国の建設現場を新３Ｋ（給与が良い、休暇がとれる、希望がもてる）の魅力ある現場に劇的に改善。

【生産性向上イメージ】

平成28年9月12日未来投資会議の様子
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【i-Construction 具体の取り組み】

① ＩＣＴ技術の全面的な活用

② 規格の標準化

③ 施工時期の標準化



四国地方整備局
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Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度

ICTの全面的な活用（ICT施工） 施工時期の平準化等

○ 公共工事は第1四半期(4～6月)に
工事量が少なく、偏りが激しい。

○ 適正な工期を確保するための２
か年国債を設定。Ｈ２９当初予算
においてゼロ国債を初めて設定。

（工事件数） （i-Construction）

平準化された
工事件数

＜技能者＞
・収入安定
・週休二日

＜発注者＞

・計画的な
業務遂行

＜受注者＞

・人材・機材
の効率的
配置

平準化

（工事件数） 閑散期 繁忙期 （現状）
現状の工事件数

＜技能者＞

・閑散期は仕事
がない

・収入不安定

・繁忙期は休暇
取得困難

＜発注者＞

・監督・検査
が年度末
に集中

＜受注者＞

・繁忙期は監理技
術者が不足

・閑散期は人材・
機材が遊休

○設計、発注、材料の調達、加工、組立等
の一連の生産工程や、維持管理を含めた
プロセス全体の最適化が図られるよう、全
体最適の考え方を導入し、サプライチェー
ンの効率化、生産性向上を目指す。

○Ｈ２８は機械式鉄筋定着および流動性を
高めたコンクリートの活用についてガイド
ラインを策定。

○部材の規格（サイズ等）の標準化により、
プレキャスト製品やプレハブ鉄筋などの工
場製作化を進め、コスト削減、生産性の向
上を目指す。

プレキャストの進

化

©大林組

©三井住友建設

（例）定型部材を組み合わせた施工

（例）鉄筋のプレハブ化、埋設型枠の活用現場打ちの効率化

全体最適の導入
（コンクリート工の規格の標準化等）

クレーンで設置 中詰めコン打設

クレーンで設置

○調査・測量、設計、施工、検査等のあ
らゆる建設生産プロセスにおいてICTを
全面的に活用。

○３次元データを活用するための１５の
新基準や積算基準を整備。

○国の大規模土工は、発注者の指定で
ICTを活用。中小規模土工についても、
受注者の希望でICT土工を実施可能。

○全てのICT土工で、必要な費用の計上、
工事成績評点で加点評価。

ドローン等を活用
し、調査日数を削
減

３次元設計データ
等により、ICT建
設機械を自動制御
し、建設現場の
ICT化を実現。

３次元測量点群デー
タと設計図面との差
分から、施工量を自
動算出

【建設現場におけるICT活用事例】
規格の標準化 全体最適設計 工程改善

コンクリート工の生産性向上のための３要素

《3次元測量》

《ICT建機による施工》

《3次元データ設計図》

出典：建設総合統計より算出
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i-Construction トップランナー施策（Ｈ２８～）



四国地方整備局ＩＣＴ技術の全面的な活用
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四国地方整備局ＩＣＴ施工による延べ作業時間縮減効果（Ｒ１年度）
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四国地方整備局

7第１２回ICT導入協議会資料より
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8第１２回ICT導入協議会資料より
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9第１２回ICT導入協議会資料より
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10第１１回ICT導入協議会資料より
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11第１１回ICT導入協議会資料より
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ICT技術の全面的活用を進める上で見えてきた課題と展望

１．地域建設会社でのICT活用が進んでいない

・利益を生むためのノウハウ不足

・3次元設計データ等作成のノウハウ不足（受発注者）

・高いICT建機（リース料）

・土工工事が少ない、市町村の殆どが小規模工事

その一方で小規模な会社が導入している事例も存在

２．必要とする知識も広範なため人材育成に労力と時間が必要

３．BIM/CIMのデータ連係が始まったばかりで、関係者間での

共通化までに至っていない状況

４．多くの課題を抱えているが、先行している企業からは二度と

元には戻れないとの発言があり、この変革を実現することで

各関係者の大きな生産性向上が実現できる。
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13第１2回ICT導入協議会資料より
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14第１２回ICT導入協議会資料より
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ＩＣＴ活用工事の更なる促進（ＩＣＴ施工技術講習会）

ＩＣＴ施工技術講習会 【継続(H29.11~)】

14:00～14:15 ＜　休　憩　・　移　動　＞

17:00～17:15 閉会　・　アンケート

出来形帳票の作成（付帯構造物）

＜　休　憩　・　移　動　＞

16:00～17:00

14:45～16:00

ワンマン出来形計測（付帯構造物）14:15～15:45

10:00～10:10 開会　・　事務連絡

13:00～14:00

12:10～13:00 ＜　昼　食　＞

10:10～10:40

10:40～12:10

ＴＳ出来形管理要領(舗装編)改訂等概要説明

３次元点群処理の実務演習

３Ｄ設計データ作成（付帯構造物）

出来形計測 出来形計測 出来形計測

3次元設計データ作成3次元設計データ作成

＜令和元年度開催状況（四技）＞

主 催 ：四国ICT施工活用促進部会（四国地方整備局、四国四県、建設関連協会）

場 所 ：四国技術事務所 研修所 及び 屋外試験場

講 習 内 容 ：3次元点群処理・3次元設計データ作成の実務演習、ワンマン出来形計測（付帯構造物）演習

参加対象者 ：建設業、コンサルタント、発注者等

〇日程等

〇開催状況

PC＋実技講習 ： 年1回（四技）

15



四国地方整備局

■ 概 要

■ 目 的

ＩＣＴ専任講師制度

受注者が自主的に技術取得や能力向上への取り組みが可能となるようにICTの先駆者を「ＩＣＴ専任講師」として登録し、

必要な時に実践的な支援等が受けられることにより、更なるＩＣＴ活用工事の普及促進を図るとともに、ＩＣＴ施工の内製

化を推進することを目的に設けられました。

http://www.skr.mlit.go.jp/kikaku/iconstruction/instructor.html
16



四国地方整備局

令和２年度～

ＩＣＴ活用工事の更なる促進（実施企業（技術者）の評価）

○ 四国地方整備局発注の「ICT活用工事」において全面的な活用を行った監理技術者等に対して

成績評定通知時に「ＩＣＴ活用証明書」を交付【平成31年4月1日以降に公告した工事を対象】

○ 令和２年度の総合評価から、「ICT活用証明書」を提出した配置予定技術者の加点評価を行う

● 平成３１年４月１日以降に公告した工事で、ＩＣＴの全面的な
活用を行った工事が対象。

● 工事が完成し、ＩＣＴの全面的な活用が出来たことを確認後、
成績評定通知時に「ＩＣＴ活用証明書」を交付。

交付基準

● ＩＣＴ活用証明書の有効期限は、交付日から２年間有効。

● 令和2年度の総合評価から、全ての工事で加点評価を実施。

ＩＣＴ活用証明書の交付と加点評価

ＩＣＴ活用証明書交付の取り組み

２年間有効
交付日契約

ICT活用工事

公告

平成３１年度（令和元年度）

◆ 技術者評価で加点＜証明書＞ 総合評価

総合評価の加点評価

※「ＩＣＴ活用工事」とは、
① ３次元起工測量、② ３次元設計データ作成、③ ＩＣＴ建機による施工、
④ ３次元出来形管理等の施工管理、⑤ ３次元データの納品

を全て実施した工事。

評価の視点 評価項目 評価点

技
術
者
の
能
力
等

継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況 配置予定技術者のＣＰＤ（継続教育）等 5

配置予定技術者の施工経験 主任（監理）技術者等又は担当技術者としての同種工事の施工経験 10

工事成績評定点 配置予定技術者の同種工事の評定点 30

優良工事表彰 優良技術者表彰の有無 5

ＩＣＴ全面活用工事の実績 ＩＣＴ活用証明書の有無 ２
監理技術者
等の氏名を
記載

17



四国地方整備局

18第１２回ICT導入協議会資料より



四国地方整備局
令和２年度 i-Construction大賞の表彰について
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四国地方整備局
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令和２年度 i-Construction大賞 大臣賞（工事・業務部門）

国道４３９号社会資本整備総合交付金工事



四国地方整備局

21

i-Constructionモデル事務所等の役割



四国地方整備局
◆令和３年度の活動方針について 四国地方公共工事品質確保推進協議会

全国統一指標に関する活動

１ 施工時期の平準化【工事】
更なる平準化のための意識向上を目的とし、全機関において第１段階として０．８以上を目標とする。
公表にあたっては、国等・県・市町村を含めた四国地域ブロック単位及び各県域単位の平準化率で
公表する。
平準化を促進するための「さ・し・す・せ・そ」に取り組む。

２ 週休２日対象工事の設定【工事】
市町村に対しても、週休２日の取り組みを推進するよう、各県部会で取り組む。

地域独自指標に関する項目

１ 適正な設計変更について（設計変更ガイドラインの策定）【工事】
市町村においても設計変更ガイドラインを策定し、適正な設計変更に努めるよう取り組みを継続して
いく。

２ ＩＣＴを活用した工事、業務を普及させるための取り組み【工事、業務】
全機関が、ＩＣＴ施工や３次元測量、情報共有システムの活用、Ｗｅｂ会議、遠隔臨場などいずれかの

ＩＣＴを活用した取り組みを始める。また、各県で設置しているＩＣＴ活用に関する支援協議会などを活用し、
現場実地研修会による取り組みの浸透を図る。

22



四国地方整備局
生産性革命のエンジン、ＢＩＭ/ＣＩＭ

○BIM/CIM（Building/Construction Information Modeling Management）とは、
計画・調査・設計段階から３次元モデルを導入し、その後の施工、維持管理の各段階にお
いても、情報を充実させながらこれを活用し、あわせて事業全体にわたる関係者間で情報
を共有することにより、一連の建設生産システムにおける受発注者双方の業務効率化・高
度化を図るもの

３Ｄモデル

属性情報

（発注者）

（発注者）

３次元モデル
（設計レベル）

３次元モデル
（施工レベル）

３次元モデル
（管理レベル）

３次元モデル
（施工完了レベル）

・発注業務の効率化
（自動積算）

・違算の防止

・工事数量算出（ロット割）
の効率化

・起工測量結果
・細部の設計

（配筋の詳細図、現地取り
付け等）・干渉チェック、設計ミスの削減

・構造計算、解析
・概算コスト比較
・構造物イメージの明確化
・数量の自動算出

・点検・補修履歴
・現地センサー（ICタグ等）
との連動

・施工情報（位置、規格、出
来形・品質、数量）

・維持管理用機器の設定・施設管理の効率化・高度化
・リアルタイム変状監視

・干渉チェック、手戻りの削減
・情報化施工の推進

・地形データ（３次元）
・詳細設計（属性含む）

（施工段階で作成する方が
効率的なデータは概略とす
る）

・設計変更の効率化
・監督・検査の効率化

施工（完成時）

・現場管理の効率化
・施工計画の最適化
・安全の向上
・設計変更の効率化

・完成データの精緻化・高度化

維持・管理

調査・測量・設計

（発注者）

・適正な施設更新
・３Ｄ管理モデルの活用

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【得られる効果】

【得られる効果】【得られる効果】
・時間軸（４Ｄ）

【追加するデータ】
施工中

３次元モデルの連携・段階的構築

施工（着手前）
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四国地方整備局
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四国地方整備局
インフラ分野のＤＸ（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の推進
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四国地方整備局
インフラ分野のＤＸの推進（近畿地整）
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土木学会四国支部・愛媛大学工学部付属社会基盤ｉセンシングセンターフォーラム

行政（地方自治体）の取組と課題

愛媛県 土木部 技術企画室
令和３年５月２９日
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愛媛県の取組
i-Construction【国土交通省が推進する生産性向上の取組】
調査・測量から設計、施工、検査、維持管理・更新までの全ての建設プロセスで、
ICT等を活用する「i-Construction」等を推進し、建設現場の生産性を、2025年
までに２割向上を目指す。
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愛媛県の取組

１部
設置規約について
現場支援型モデル事業の概要

２部
四国地方整備局の取組
ICTの活用に向けた取組
ICT土工モデル工事
現場見学会

愛媛県ICT活用工事支援協議会（R2.2.7）

活動内容
①ICT活用工事の効果や課題の整理 ②課題への対応策の検討
③先進的取組の情報共有 ④普及啓発に関する事項
⑤その他、ICT活用工事に関し、受発注者の支援に関する事項

構成員

国土交通本省、愛媛県
業界団体（建設業協会、土木施工管理技士会、測量設計業協会、
建設コンサルタンツ協会、日本建設機械施工協会、日本建設機械レンタル協会）
モデル工事等受注企業

・ICT活用工事の普及を促進するための支援組織を設置

ICT活用工事支援協議会 講習会

重機操作 測量機器操作
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愛媛県の取組

ICT全面活用工事については、
これまでの発注者指定型に加え、受注者希望型を導入

①３次元起工測量 ②３次元設計データ作成
見積の提出を求め、内容と実績の整合性を確認し、変更設計に計上

③ICT建設機械による施工
土木工事標準積算基準書（愛媛県）
ICT活用工事積算要領（国土交通省）により計上

④３次元出来形管理等の施工管理 ⑤３次元データの納品
間接費に含むものとし、別途計上は行わない

工事成績評定において
創意工夫における【施工】で２項目
【その他】で１項目の計３項目を加点する。

ICT土工 ：1,000m3以上の土工量を含む工事
ICT舗装工：3,000m2以上の施工量を含む工事

愛媛県ICT活用工事実施要領（R2.3.30策定）の概要
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愛媛県の取組
愛媛県ICT活用工事実施要領（R2.3.30策定）の概要

ICT部分活用工事については、
下記組合せでICTを部分的に活用したICT部分活用工事を追加

①3次元起工測量
②3次元設計データ作成
③ICT建設機械による施工

⑤3次元データ納品

①3次元起工測量
②3次元設計データ作成

④3次元出来形管理等の施工管理
⑤3次元データ納品

パターン1 パターン2

出来形管理等の施工管理は
従来通り

建機による施工は
従来通り

工事成績評定において
創意工夫における【施工】で１項目

【その他】で１項目の計２項目を加点する。
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愛媛県の取組
愛媛県ICT活用工事実施要領（R2.3.30策定）の概要

建設現場の遠隔臨場技術の活用について
ウェアラブルカメラ等による映像と音声の双方向通信を使用して、

「段階確認」「材料確認」「立会」を行うものに活用

通信環境を確保でき、
映像で確認できる土木部が所管する全ての工事

工事成績評定において
創意工夫における【その他】で１項目を加点する。

経費については計上しない。
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愛媛県の取組

（Ｒ３.３月末現在）
ＩＣＴ活用工事 実施件数

【平成29年４月～】
・ICT土工モデル工事（発注者指定型）を導入

【令和２年４月～】
・ICT土工モデル工事（受注者希望型）を追加
・ICT舗装モデル工事（発注者指定型、受注者希望型 ）を導入
※通行規制を伴う工事等は対象外→R2実績0件

 ICT活用工事の推進

受注者希望型
発注工事52件

↓
希望：20件
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愛媛県の課題

Q1：ICTの活用による生産向上への取組状況

【建設企業の主な課題】
・経費の増加（設備投資、人材確保等）
・技術者の育成（内製化等）
・ICT導入効果がある工事の安定受注
・理解不足

ICT活用工事に関するアンケート結果（建設企業）
対象：愛媛県内の建設企業1,000者 実施：令和2年8月

Q2：ICTの活用に向けた課題

Q3：ICTの活用を検討していない理由



14%

37%31%

17%
既に受注している

積極的に受注したい

受注してもよい

31%

37%

31%

活用できる

活用できない

保有しているが活用

できない

9%

57%
31%

既に参画している

参画したい

参画する予定はない

9

愛媛県の課題

Q1：3次元測量機の保有率

ICT活用工事に関するアンケート結果（測量設計企業）
対象：愛媛県測量設計業協会の会員35者 実施：令和3年1月

Q2：3次元測量の取組の課題

43%
69%

9%
26%

0% 20% 40% 60% 80%

３次元レーザースキャナ

UAV

レーザースキャナ搭載UAV

保有なし

69%
60%

40%
57%

14%
20%

0% 20% 40% 60% 80%

初期投資が高い

受注工事が無い

規模が合わない

人材育成

ノウハウがない

３次元設計データの作成が難しい

Q5：3次元測量設計（モデル）
業務の発注があれば受注したい
と思いますか

Q3：3次元設計データを
活用することができますか

Q4：建設現場でのICT活用
工事に参画したいと思いますか

11

25

16

7

10

0 5 10 15 20 25 30

経営者向けの講習会

３次元データ作成講習会

ICT好事例講習会

ICT建機を使用した施工体験

ICT建機・計測機器展示実演

Q6：今後ICT普及に向けてどういった講習が効果的と考えますか
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愛媛県の取組
愛媛県地域の守り手力協力事業（R2～）
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愛媛県の取組
愛媛県地域の守り手力協力事業（R2～）
（H30～R1：愛媛県建設産業経営革新等助成事業）

年度 件数
金額

（百万円）
購入機器等

H30 ４ ６

３Ｄマシンコントロールシステム
自動追尾型トータルステーション

GNSS内蔵転圧管理システム
深浅測量システム（GNSS）

R１ ９ １４

３次元レ－ザースキャナ
自動追尾型トータルステーション
３次元設計データ作成ソフト、UAV

など

R２ ９ １５

３Dマシンガイダンス
自動追尾型トータルステーション
３次元設計データ作成ソフト、UAV

など

ＩＣＴ機器の購入費等助成 対象経費の1/2以内（上限200万円）
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愛媛県の取組
新たな地域モデルの導入（小田川河床掘削工事）

①３次元
起工測量

②３次元設計
データ作成

③ICT建機に
よる施工

④３次元出来形管理
等の施工管理

⑤３次元データ
の納品・検査

• 県内建設企業のICT導入に係る負担軽減
• 県内測量設計企業の経営健全化と県外企業との技術競争力向上
• 建設企業の内製化の自由度の向上
• 設計と施工の交流による品質確保
• これまでに比べて対応速度が上がる

測量設計企業 建設企業 測量設計企業 建設企業
測量設計企業

地域
モデル
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愛媛県の取組
新たな地域モデルの導入（小田川河床掘削工事）

測量設計企業が３次元データ等を作成することで
●協議・現場管理の負担が軽減
●初期投資を抑えることが可能
●施工のみ集中
●手戻りの少ない施工

●地の利を生かした測量・設計が可能
●技術力を実際の現場で活かせる
●密な連絡体制
３次元データ等を作成することで
●情報量の可視化
●情報の共有化が図れる

建設企業

測量・設計
企業

【実施後の感想】
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愛媛県の取組
今後さらに・・・

 現場見学会等の開催
講習会（経営者向け，実務者向け）の開催
好事例紹介、取組事例紹介、啓発活動、
３次元設計データ作成講習会、国土交通省主催の講習会への参加

 ICTモデル工事の工種拡大
浚渫工、地盤改良工・・・etc

 地域モデルの県内展開
建設業協会への働きかけ
測量設計企業への説明
実施後の成果や効果について検証・評価

ICT活用工事の推進

ご清聴ありがとうございました

愛媛県ICT活用工事トップセミナー（建設関連企業経営者向け講習会）
・R3.5月開催で案内したが、
コロナまん延防止等重点措置により延期（秋頃開催予定）

・【内容】取組事例紹介、パネルディスカッション、ICT関連機器の展示等



⺠間(建設業)の取組と課題
株式会社 浅田組 ⼯務部⻑ 中村義人

『四国地区におけるi-Construction推進のための産官学の取り組み』



ICT活用⼯事の実績

年 工 事 名 ﾃﾞｰﾀ
作成

施工 起工
測量

出来
形

ﾃﾞｰﾀ
納品

備考

2016 平成27-28年度増田改良工事 〇 〇

2018 DREAM Wind 愛媛西予風力発電所建設工事 〇 〇 〇 民間工事

平成30年度上畑地改良工事 〇 〇 〇 〇 〇 ICT全面活用

2019 令和元年度津島道路上畑地改良工事 〇 〇 〇 〇 〇 ICT全面活用

2020 令和2年度津島道路上畑地地区工事用道路工事 〇 〇 〇 〇 〇 ICT全面活用

立目B地区災害関連緊急急傾斜地崩壊対策工事 〇 〇 〇 〇 愛媛県発注工事

令和２年度肱川河道掘削工事 〇 〇 〇 〇 〇 下請工事 ICT全面活用

2021 令和元-2年度下敷水工事用道路(その2)工事 〇 〇 〇

2016年よりi-Constructionの取組みを始め、2018年からはICTの全面活用を行っている。また2020年には、
愛媛県発注工事においても一部活用を開始している。



ICT建設機械による施⼯ ３次元設計データの作成

令和2年度津島道路上畑地地区工事用道路工事平成27-28年度増田改良工事



UAVによる３次元測量 ３次元出来形管理

平成30年度上畑地改良工事令和2年度肱川河道掘削工事



保有機械等

ICT建設機械

バックホウ 0.7m3級 CAT 320ERR等 ６台

ブルドーザ 40,15ｔ級 CAT D8T,D6K ２台

振動ローラ 12ｔ級 SAKAI SV514D １台

ICT測量器等

UAV(ﾄﾞﾛｰﾝ) DJI INSPIRE2,PHANTOM4等 ３台

GNSSﾛｰﾊﾞｰ Trimble SPS985/TSC3 １台

自動追尾ＴＳ Trimble FOCUS35,TOPCON LN-150 ２台

使用ソフト等

点群生成 AGISOFT METASHAPE Pro

点群編集/出来形管理 建設ｼｽﾃﾑ SiTE-Scope

3D設計データ作成 建設ｼｽﾃﾑ SiTECH 3D LN-150

SPS985/TSC3

INSPIRE2



ICT全面活用に対応

ＩＣＴ促進室
スタッフ

測量・各データ担当”U 男性 28歳 UAV資格有

測量・点群データ担当”K 男性 39歳 UAV資格有

設計データ担当”W 女性 29歳

測量助手”T 男性 21歳

ICT建機オペレーター 20～40歳代 ６名

３
次
元

起
工
測
量

３
次
元
設
計

デ
ー
タ
作
成

３
次
元

出
来
形
管
理

３
次
元

デ
ー
タ
納
品

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機

に
よ
る
施
工

ICTの活用を促進するために、工務部内に若手
技術者を中心とした『ICT促進室』を開設。

スタッフが各種講習会への参加、資格の取得に
より技術力を高め、ICTを全面的に活用する工事
に対応している。



・施工の効率化・省人化

・施工の精度・出来栄えの向上

・省人化による安全性の向上

・３Dデータを利用した施工計画等の作成

令和2年度津島道路上畑地地区工事用道路工事

・魅力ある職場づくりの実現

i-Constructionのメリット



・費用対効果の判断

・ICT機器の利用

・３次元測量・設計データ

特に小規模工事においては、ICTを導入に対する費用を回収する利
益が見込めない場合が多い。

ICT機器に不慣れで、導入した機器を使いこなせない。

３次元測量・３次元設計データの作成等の経験がないため、ICT活
用の取組みに躊躇がある。

i-Constructionの課題

ＩＣＴ助成金の利用 各種講習会への参加
測量機器メーカー・販売
店等との協力体制の確保



その他の活動

・四国地方整備局若手職員の皆様との合同勉強会

・地元高校生を対象としたICT活用工事現場見学会

空中写真測量、３次元設計データの作成方法、
ICT建機の仕組み、ドローンの操縦体験などの合同
勉強会を実施。

i-Constructionを中心とした建設現場の現状、若者に
とっての魅力ある職場づくりについて見学会の実施。



ご清聴ありがとう
ございます

https://www.asadagumi.co.jp/



～松山外環状道路インター東線におけるCIMの取り組みと課題～

令和3年5月29日

コンサルの取り組みと課題

業務名
平成30年度 松⼭外環状道路インター東線測量業務
令和2年度 松⼭外環状道路インター東線測量業務
令和元年度 松⼭外環状道路インター東線道路予備設計業務

業務概要業務概要

国道33号

国道11号

CIMモデル作成

松⼭IC

余⼾南IC

松⼭中央公園



ＣＩＭモデルの概要ＣＩＭモデルの概要
①地形モデル

④線形モデル

③地質・土質モデル

⑤土工モデル ⑥構造物モデル

②広域地形モデル

⑦統合モデル

測量業務 ①地形モデル、②広域地形モデルの作成

設計業務 ④線形モデル、⑤⼟⼯モデル、⑦統合モデルの作成

測量：①地形モデルの作成（１）測量：①地形モデルの作成（１）
・平成30年度作成（既存の空中写真データの活用）・平成30年度作成（既存の空中写真データの活用） ・令和2年度作成（地上レーザ測量による実測）・令和2年度作成（地上レーザ測量による実測）



測量：①地形モデルの作成（２）測量：①地形モデルの作成（２）
・地形モデルの比較・地形モデルの比較

平成３０年度

令和２年度

測量：②広域地形モデルの作成測量：②広域地形モデルの作成
・平成30年度作成（基盤地図情報の活用）・平成30年度作成（基盤地図情報の活用） ・モデルイメージ・モデルイメージ

〇松山ＩＣ～国道33号方向〇松山ＩＣ～国道33号方向

〇事業範囲全域〇事業範囲全域



CIMモデル
３次元モデル

属性情報 停⽌線位置の決定根拠を
属性情報として付与

属性情報とは、３次元モデルに付与する部材の名称、形状、
物性、数量などのことであり、上記のように設計時に決定
した根拠なども情報として３次元モデルに付与することが
可能である。

CIMモデル＝３次元モデル＋属性情報

予備設計：④線形モデル⑤土工モデルの作成予備設計：④線形モデル⑤土工モデルの作成

従来の２次元図⾯

・令和元年度道路予備設計・令和元年度道路予備設計

予備設計：ＶＲシミュレーション予備設計：ＶＲシミュレーション
・令和元年度道路予備設計・令和元年度道路予備設計

道路の完成イメージをVRシミュレーションで可視化し、地元説明会で活用



本業務でのＣＩＭモデル導入の効果と課題本業務でのＣＩＭモデル導入の効果と課題

３次元モデルによる可視化の効果が⼤きく、地元説
明の円滑化に寄与

２次元設計⽤の測量 CIMモデル⽤の測量が必要

⾼スペックのパソコン・ソフトが必要

使⽤指定のAutodesk社の操作⽅法を⼀から習得

２次元で計画後のCIM作業のため⼯期や労⼒が必要

課 題

効 果

今後のCIM取組みにおける課題今後のCIM取組みにおける課題

占⽤物、地下埋設物等、最新情報の⼀元管理
既設管渠や⽔⾯下地形の３次元化技術の促進
ソフトの開発と機能向上の促進、それらの⽀援

共通仕様書、CIM業務積算歩掛の制定等、CIM促
進のための環境整備

『CIM導⼊ガイドライン』に基づく測量 詳細設
計事例を⼩規模で数多く実施しサンプル提⽰を

今後の課題

これらの早期実現には産官学の連携が必要



ご静聴ありがとうございました。



大学・高等教育機関の取り組み

愛媛大学工学部 社会基盤 i センシングセンター

センター長 中畑和之

土木学会四国支部・愛媛大学工学部付属社会基盤iセンシングセンターフォーラム
2021.05.29



これまで，土木の根幹をなす学問（構造力学，土質力学，水理学，コンクリー
ト工学，交通工学）を中心に基礎知識の修得に重きを置いた教育に務めてきた．
今後は，工学部環境建設工学科・工学科（社会基盤工学コース，社会デザイン
コース）で学ぶ学生には，上記の学問はもちろん，ICTや情報処理に関する知識
と技術を身につけることが求められる．
CIM(Construction Information Management)やi-Constructionが普及・拡大
していく時代に向け，高等教育機関である大学における学びの内容と質を考え
る必要がある．

BIM/CIMが社会に導入されている中で，大学は何ができるのか？
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AIを利用した施工計画の立案支援

3次元データ（BIM,CIM)を利用した出来高管理

AIを利用した図面の整合性のチェック

タブレット端末を利用した施設や構造物の点検

センサーやIoT技術による施設や構造物の変状モニタリング

映像やVR/ARを利用した技術・技能の伝承・教育

（％）

「すぐにでも開発を始めたい」技術分野上位(土木分野)
※出展建設テック未来戦略日経BP



我々のバックボーンは建設工学である．コンピュータ科学・応用情報工学コー
スで学ぶ学生とは異なり，我々のコースは，ICTや情報処理に関する知識と技
術をツールとして使うことが重要．

土木にはデザインの講義・実習が
昔からあった．

BIM/CIMを視野に入れた
最新のデジタルツールを用い
た実習への転換

従来の2D-CAD 3D-CAD



まずは，3D-CADのハンズオン実習から始めよう

構造物（部材） 地形（地盤／基礎）

全体計画
（景観）

どこを設計するかでスケールが異なる．従って，使用するツールも異
なると設計が非効率．また，ソフトごとにライセンス費もかかる．



工学部が取り入れたツール

構造物（部材）

地形（地盤／基礎）

全体計画（景観）

Autodeskにライセンス使用について
相談．全学のPCに代表者権限でイン
ストール．ただし，ライセンス認証
は学生個人のアカウントを使用．



全学（情報メディアセンター，工学部PC室等）のPC(958台，医学部除く)にインストール

自宅PCにもインストール可能
（ただし，それなりのスペックが必要．
ノートPCだと苦しい・・）



R2年度（トライアル）

Revitを用いて構造物の設計方法を教授を行った．R2年度はコロナ禍の
ため，対面指導が制限されていたので，遠隔講義・各自演習となった．

自宅で学習できる環境がある学生→自宅のPCで演習（60名程度）
自宅で学習できない学生→ 登校して演習室で演習（30名程度）
いずれの学生も，まず愛媛大学のe-Learningの授業を支援する学習マネジメント
システム: Moodleにログイン



・・・

デジタル資料（自作）をダウンロード

静止画だけでは，使用法が伝わらない

所々にムービーファイルを
挿入し，操作ムービーを見てもらう



https://knowledge.autodesk.com/ja/community/screencast/84b10335-9d8c-4590-82aa-4c53b1ac0691

ムービーファイルは停止や繰り返し再生ができるので，学生にとっては分かり易かっ
たと考えられる（アンケート結果も好評）．
90名以上の学生の前で一斉に操作法を示していく講義の場合，学生毎に進捗が異なる
ので，授業の進行が難しい．対面講義が始まっても，ムービーコンテンツは有用なの
で続けたい．

試しにアクセスしてみてください

https://knowledge.autodesk.com/ja/community/screencast/84b10335-9d8c-4590-82aa-4c53b1ac0691


学生の作品例



R3年度の予定（CIM教育の本格始動）

国土地理院から実際の地形情報を活用 Infraworksで対象地形をトリミング

Civil3Dを用いて地形を整形



別途Revitで作成した構造物

構造物，地形，景観まで
一元的なデザイン能力の育成

ただし，これらは，単なる
CIMソフトの使用法の説明
で終わってしまわないよう
に留意する．



土木の根幹をなす基礎学問（構造力学，土質力学，水理学，コンクリート工学，交通工学）
＋PBL等の応用科目に，CIMツールを活用する方法を模索する．

デジタルツインを用いた構造物の維持管理
（FEMによる応力解析の例）

まとめと課題

・CIMツールの使い方を修得すること(＝Digitization)が目的ではな
く，CIMの導入による新しい土木技術の普及・汎用化を想定した教育
(＝Digitalization)を展開することが重要である．

・教員は，自身の受けた教育をそのまま学生に教授することをしがちで
ある．社会のニーズやトレンドに合わせて教員自身も勉強し，教育カリ
キュラムを常にアップデートしなければならない．このためには，大学
内の学際的な協働や社会との連携が必要であり，産学官の結びつきを強
化したい．
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